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主 旨 研 修 内 容 単 位 認 定

学校インターンシップ 大学より、各学校へ
学生の受入れをお願いする

学校現場の教員が担う
業務全般を経験する

正課授業として、
大学で単位認定を行う

学校ボランティア
学生の自主性に基づき、

参加する
（基本的に大学を介さない）

受入れ校が指定する
特定の業務を経験する 単位認定は行わない

　本学学部生 3 回生以上で、学校現場にお

いて意欲と情熱と責任をもって教育活動
の補助に取り組もうとする者を対象とし
ます。応募書類をもとに、学内選考を行い
ます。

　実施期間に関しては、本学での事
前指導終了後の 6 月 21 日（月） ～
12 月 10 日（金）とし、受入れ校と
研修生との調整によって最終確定
していただきます。ただし、本イン

ターンシップは正課授業として位
置づけて単位認定をしております
ので、学年暦による時期の制約お
よび研修生の授業時間割などにご
配慮をお願いいたします。

春学期試験期間 7月23日（金）～7月31日（土）

夏期休暇期間
8月 2日（月）～9月25日（土）
※夏集中講義（Ⅰ：8/23～8/28、Ⅱ：8/30～9/4）を受講する

学生もいます。

秋学期授業開始 9月27日（月）

［ご参考］ 本学の2021年度 学年暦

研修時間は総計40時間以上
で設定をお願いします。実
質的な研修となるよう、原
則として1日4時間以上の
内容で構成ください。

短期集中型 ▲  2021年6月21日（月）～12月10日（金）の間で、連続5日間など
長期分散型 ▲  2021年6月21日（月）～12月10日（金）の間で、毎週特定曜日など

本学における学校インターンシップと学校ボランティアの位置づけ

　学校インターンシップは、教科指導や諸行事の指導、課外
活動指導など、現場の教員が担う業務全般を可能な限り経験
することを目指しています。その際、受入れ校の方針に従っ
て、担当教員の指導により研修を実施させていただくことを
基本にしております。また、特定の業務（部活動、放課後の
遊びなど）のみを行う「学校ボランティア」のような形式に

ならないよう、配慮をお願いしております。なお、実際には
実習期間や受入れ校の体制、参加学生の力量等の関係から、
一定の条件のもとで実施されることもあり、この場合の研修
内容等については、受入れ校と本学との間で事前に調整させ
ていただきます。

実施モデル

対象者

研修内容（本学における「学校インターンシップ」の位置づけ） 

研修形態・期間

立命館大学 学校インターンシップ
プログラム概要

平素は本学教学に何かとお力添えを賜り、
誠に有り難うございます。 

本学では、地域社会への貢献と高大連携の促
進、教職を志望する学生の育成などを目的とし
て、各自治体の教育委員会と、連携協力に関す
る包括協定を締結し、その取り組みのひとつと
して、教職課程を履修する3回生以上の学生に
対して初・中等諸学校における「学校インター
ンシップ」に取り組んでおります。 

本学では、多くの学生が教員を志望して教
職課程を履修しています。卒業生を含めると
毎年 300 名近い教員採用試験合格者を出して
います。そして、さらに多くの優秀な教員を
輩出するためには、教員としての実践力を身
につけることが必要であり、学校インターン
シップによって在学中に教職業務全般につい
て経験する機会を得ることは、教職をめざす
学生にとって非常に有益なことだと考えてお
ります。

これまで実施しました学校インターンシッ
プでは、各地の小、中、高、特別支援学校等に
おいて、授業補助や学級担任業務の補助、運動
会など学校行事に向けての指導援助など、大
学内では体験することのできない貴重な経験

を積むことができました。学生達は研修を通
して、進路としての教職に対する思いをより
一層強くするとともに、教員という仕事のや
りがいと難しさを同時に実感して大学に戻り、
大学生活においてこれまで以上に目的意識を
持って学習に励んでおります。また、学生を受
け入れていただいた諸学校からは、未熟な面
は多々ありながらも、インターンシップ生と
児童・生徒の交流が活発に行われ、学生の真剣
な姿勢や取り組みに対する態度などを評価し
ていただいております。

学校インターンシップを修了した学生に対
して、教職課程科目「学校インターンシップⅠ」

（40 時間以上）、「学校インターンシップⅡ」
（70 時間以上）、「学校インターンシップⅢ」
（100 時間以上）として単位認定を致します。

貴校におかれましても本学の学校インター
ンシップの趣旨をご理解いただき、教職をめ
ざす本学の学生を受け入れていただき、将来
の教育現場を支える有為な教員の養成により
一層のご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

立命館大学　教学部長

 「学校インターンシップ」のご説明と
インターンシップ生の受入れについてのお願い

※ 2018 年度より「学校実践研究Ⅰ～Ⅲ」から ｢学校インターンシップⅠ～Ⅲ｣ に科目名称が変更になりました。
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※神戸市、堺市、伊丹市の場合は大学が面接・推薦→教育委員会にて配置校決定→通知という流れで実施します。

実施要項（本冊子）の配布開始
※各教育委員会を通して各学校へ配布いたします。

1 月上旬～ 大学→受入れ予定校

受入れ希望校の申し込み締切
※「学校インターンシップ受入れ計画書」（p.10）を提出ください。

3 月 5 日（金） 受入れ予定校→大学

学生向け募集ガイダンス 4 月上旬 大学→学生

学生申し込み締切 4 月 30 日（金）予定 学生→大学

学内選考結果発表
※学内選考後、受入れ校において面談を行い、最終決定します。

5 月 11 日（火）予定 大学→学生

許可者ガイダンス 5 月 17 日（月） ・18 日（火）予定 大学→学生

受入れ校へ内定者を通知 5 月下旬 大学→受入れ校

受入れ校における面談
※受入れ校と学生との面談にて、研修可否の確定、および研修内容・ 

期間の調整をお願いします。
5 月下旬 ～ 6 月 11 日（金） 受入れ校↔学生

受入れ決定
※受入れ校から本学へ「受入決定通知書」を送付いただきます。

6 月 11 日（金）までに 受入れ校→大学

「インターンシップに関する覚書」の締結（p.8 参照） 6 月下旬 受入れ校↔大学

事前指導 6 月 13 日（日）予定 大学→学生

誓約書の提出（p.8 参照） 研修初日 学生→受入れ校

研修開始 6 月 21 日（月）～ 12 月 10 日（金）

「受入れ担当者報告書」の提出（p.8 参照）
研修終了後 1 週間以内

（最終 12 月下旬）
受入れ校→大学

事後指導 12 月 19 日（日）予定 大学→学生

単位認定 3 月 大学→学生

 SCHEDULE

〈 学校インターンシップ受入れ申し込み方法について 〉
P.10の「学校インターンシップ受入れ計画書」に必要事項を記入の上、FAXでお申し込み
ください。

単位認定を行うためには、大学における事前指導、事後指導の受講を義務づけるとともに、受入れ
校での研修時間は、40 時間以上（「学校インターンシップⅠ」）、70 時間以上（「学校インターンシッ
プⅡ」）、100 時間以上（「学校インターンシップⅢ」）、としています。その他、『研修日誌』、『受入
れ担当者報告書』等の提出書類およびまとめのレポートを総合的に評価し、大学が単位認定を行い
ます。単位認定は研修時間によって、「学校インターンシップⅠ」（2 単位）、「学校インターンシッ
プⅡ」（3 単位）、「学校インターンシップⅢ」（4 単位）となります。

単位認定

大学における「事前指導」（6 月）では、学校研究（教育の流れ、学校のしくみ、現在の学校の課題・
問題点）の他、研修生としての心がまえ、社会人としての基本的マナーなどについて研修を行いま
す。また、「事後指導」（12 月）では、研修生からの報告や討議を通して、インターンシップで学ん
だことを整理し、自己の課題を発見していくことを中心とした研修を行います。

事前指導・ 
事後指導

2021年度 学校インターンシップ
実施スケジュール

交通費、昼食、保険料等の経費は、原則として研修生の自己負担とします。費用

受入れ校は、研修生の活動が受入れ校の教育活動にそぐわない場合、大学との協議の上、研修を中止
することができます（覚書第 9 条、p.8 参照）。また大学は、研修生の活動内容が事前に合意を得たも
のと著しく乖離していると判断した場合には、受入れ校に協議を求めることができます（覚書第 2 条
4 項、p.8 参照）。

その他

研修生は活動中の不慮の事故等に備えて保険に加入します。また、学校インターンシップの活動中
に生じた事故等については、大学と受入れ校（神戸市、堺市、伊丹市の場合は教育委員会）と相互に
協議して責任をもって対応します。

学生教育研究賠償責任保険Aコース（学研賠）
補償内容  

対人・対物賠償合わせて 1 事故につき 1 億円限度
（免責金額 0 円）

事故補償 保険内容

RITSUMEIKAN UNIVERSITY SCHOOL INTERNSHIP PROGRAM 20212021年度 学校インターンシップ 実施スケジュール2RITSUMEIKAN UNIVERSITY SCHOOL INTERNSHIP PROGRAM 2021立命館大学 学校インターンシップ プログラム概要1

2

※以下は予定につき、変更になることがあります。

3 4



過年度の実施例を紹介いたします。 
研修生が提出した「最終報告書」から抜粋し、整理、編集したものです。

 短期集中型 

［ 留意事項 ］
❶ 本学学部3回生以上を対象とします。 

特定の能力・技能などが必要となる研修内容の場合は、 
「学校インターンシップ受入れ計画書」（p.10）に明記して下さい。

❷ 研修生は「研修日誌」を持参し、研修時間や研修内容について、記録を行います。 
日々の研修終了時は可能な限り、面談時間を確保していただき、 
研修生へのアドバイスをお願いします。

❸ 研修中、研修生の状況・課題の把握のために、大学より訪問指導にお伺いすることがあります。

❹ 研修終了後、研修生は「最終報告書」を大学に提出します。受入れ校におかれましては、 
「受入れ担当者報告書」に、研修評価、研修の具体的内容、研修態度等についてご記入の上、 
大学宛に送付をお願いいたします。

短期間に集中するため、1日あたりの研修時間が長くなり、
「学校における1日の流れ」を感じ取りながら、研修に取り組むことができます。
また、運動会や文化祭など、季節行事の企画、運営などに関わることもできます。

特徴

具体的な研修の例 
※学校現場の教員が担う業務全般を経験するという目的を達成できるよう、以下を複数組み合わせて、内容を構成ください。

・ 各教科の授業における指導補助　
・ 道徳教育における補助 
 □道徳の授業 
 □職場体験活動・ボランティア活動・自然体験活動などの体験活動 
 □情報モラルに関する指導
・ 総合的な学習の時間の授業における指導補助
・ 特別活動の授業における指導補助
・ 小学校におけるクラブ活動及び外国語活動における補助 
 □クラブ・部活動 
 □外国語活動における補助
・ 中学校・高等学校における教育課程外の学校教育活動における補助
・ 上記以外の学校教育活動の補助 
 □教務など（IT 関連・時間割・営繕・図書館など） 
 □特別支援教育（学校生活のサポート・学習指導など） 
 □個別への生徒指導（巡回指導・個別対応など） 
 □個別への教育相談（不適応・進路など）

◦研修時間は総計40時間以上（40時間以上・2単位、70時間以上・3単位、100時間以上・4単位）で設定をお願い
します。

◦実質的な研修となるよう、原則として1日4時間以上の内容で構成ください。

学校インターンシップ 研修内容例

文学部 3 回生

Hさん

校　種 小学校

研修時間 40時間00分

研修期間 9月9日～9月19日

研修内容 運動会の練習補助、 
給食・掃除の指導補助、授業見学

研修を通じて学んだこと
　将来、中学校教員になりたいと考えていますが、あえて小学
校での研修を希望しました。小学校現場から学ぶことは予想以
上にたくさんありました。例えば、授業中のノートの書き方に
ついて、大学生の自分は「工夫しながら、好きなように書く」と
いう感覚でしたが、小学校の先生方は児童に対し、「1行空けて」
など、細かな指示を出されていました。もしも小学校でこのよ
うな教育を受けて、中学校に上がったばかりの生徒に対し、急
に「ノートは自分で考えて、メモを加えながら書きましょう」と
いうような指示すると、生徒によっては戸惑ってしまうことに
気づきました。このように隣接校種の学校での研修は学ぶこと
が多く、これから行う教育実習にも生かせると思いました。

事例

1

事例

2 次年度研修に参加する
学生へのメッセージ

　学校インターンシップでは、先生方がどのように授業準備をし
ているか、どのような工夫が授業に生きているか、また生徒との
コミュニケーションはどのようにすればよいのか等、あらかじめ
知りたいことや学びたいことを明確にしておくと、より充実した
ものになると思います。また、私は理科が専門ですが、数学や古典
等、専門ではない授業も見学しました。教科が異なっても、小テス
トの実施方法、生徒への声のかけ方など、授業内で行われている
工夫で参考になることがたくさんありました。さらに深く知りた
いことや、疑問に思ったことは、先生方に質問すれば快く答えて
いただけるので、ぜひ積極的に取り組んでほしいと思います。

理工学部 ３回生

Tさん

校　種 高等学校

研修時間 61時間00分

研修期間 9月2日～9月7日

研修内容 文化祭準備補助、授業見学

RITSUMEIKAN UNIVERSITY SCHOOL INTERNSHIP PROGRAM 2021学校インターンシップ 研修内容例3
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参考資料 （覚書、誓約書などの見本）

◦学校インターンシップ受入れ担当者報告書◦誓約書

◦インターンシップに関する覚書 -1 ◦インターンシップに関する覚書 -2

理工学部 3 回生

Yさん

校　種 中学校

研修時間 109時間30分

研修期間 9月3日－10月31日

研修内容 特別支援学級の授業補助、体育祭の準備補助、
文化祭の準備補助、部活動補助

長期に渡って少しずつ研修を積むことにより、児童・生徒の成長を感じ、
信頼関係を育みながら、研修に取り組むことができます。
また、「学校における1年の流れ」を見通した研修が実現できます。

特徴

事例

1

研修を通じて学んだこと

　私は数学科の教員を目指しているので、研修期間中
は、数学の授業を重点的に見学させていただきました。
自分が中学生の頃とは、授業の方法や内容が大きく異
なっていて少し驚きましたが、生徒の理解を深めるため
の工夫など、自分が教師となって授業をする際のヒント
をたくさん得ることができました。
　また、私は長期間の研修を行ったので、大きな行事の
ない時期と、体育祭・文化祭といった大きな行事がある
時期の両方を経験することができました。学校の１日の
流れの違いや、行事前の先生の多忙さも知ることができ
ました。

次年度研修に参加する
学生へのメッセージ

　私は研修前から教師になりたいという気持ちがありま
したが、具体的なイメージは持てておらず、自信もあり
ませんでした。今回の長期の研修では、授業をたくさん
見学し、生徒や先生方とコミュニケーションをとる中で、
自分の教師に向いている部分、教師になるには足りてい
ない部分を分析し、知ることができました。そして、生徒
から「先生になれるよう頑張って！」と声をかけられたこ
とで、本気で教師になるために頑張ろうという勇気と自
信をもらうことができました。
　学校インターンシップは、現場で先生方と話ができ、
生徒とかかわることのできる貴重な機会です。教師にな
るか迷いがある人もぜひ積極的に参加してみて欲しいと
思います。

 長期分散型 

RITSUMEIKAN UNIVERSITY SCHOOL INTERNSHIP PROGRAM 2021学校インターンシップ 研修内容例3
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 研修日誌	
 	
 ※研修日数にあわせて各自でコピーして使用すること。	
 

毎回記録をし、研修指導担当者に確認（サイン）を頂いてください。	
 

最終日には累計研修時間を研修指導の先生に確認してもらい、署名、捺印を頂く。	
 

研修終了後 1 週間以内に、ペン書きで教職教育課へ提出すること。	
 

（最終提出締切は 20●●年●月●日（●）午後 5 時まで。）	
 

氏名	
 	
 学生証番号	
 	
 

研修校	
 	
 研修期間	
 
	
 	
 	
 月	
 	
 	
 日～	
 	
 月	
 	
 	
 日（	
 	
 日

間）	
 

累計研修時間	
 	
 

単位認定にはⅠ：40～69 時間、Ⅱ：70～99 時間、Ⅲ：100 時間

以上の研修時間が必要です。	
 

時間	
 	
 	
 	
 	
 	
 分	
 

研修指導ご担当

者研修累計時間	
 

確認日	
 

年	
 	
 	
 月	
 	
 	
 日	
 
研修指導	
 

ご担当者名	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 印	
 

これは、研修生が見るコメント欄になります。研修生に伝えていただけることやアドバイス等があれば、研修最終日にご記入頂ければ幸

いです。	
 

＜先生からのコメント欄＞	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

研修日時・曜日	
 

研修時間	
 

	
 

実習内容	
 

※できるだけ詳細に記入。	
 

感想と今後の課題	
 

※できるだけ詳細に記入。	
 

研修指導担当者確認欄	
 

	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

◦研修日誌（研修生用）-1

研修日時・曜日	
 

研修時間	
 

	
 

実習内容	
 

※できるだけ詳細に記入。	
 

感想と今後の課題	
 

※できるだけ詳細に記入。	
 

研修指導担当者確認欄	
 

	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

必要に応じてこの用紙をコピーして使用すること。	
 

◦研修日誌（研修生用）-3

研修日時・曜日	
 

研修時間	
 

	
 

実習内容	
 

※できるだけ詳細に記入。	
 

感想と今後の課題	
 

※できるだけ詳細に記入。	
 

研修指導担当者確認欄	
 

	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

月	
 	
 	
 日	
 

（	
 	
 ）曜日	
 

	
 

	
 

時	
 	
 分	
 

～	
 

時	
 	
 分	
 

	
 

	
 

研修時間：	
 

	
 	
 時間	
 	
 	
 分	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

サイン：	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

◦最終報告書（研修生用）

◦研修日誌（研修生用）-2

立命館大学教職教育課 行き　 ［FAX］ 075-465-7861

学校名 　　　　　　　　　　　　　　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校

所在地 　〒　　   -

受入れ担当責任者 ご担当者の役職

TEL -　　　　　　- FAX -　　　　　　-

アクセス
最寄駅から学校までの順路をご記入ください（例：○○電車△△駅下車 徒歩○分）

研修種別 受入可能な研修種別に □ をつけてください（複数回答可）。
□Ⅰ：40 時間～ 69 時間　　　□Ⅱ：70 時間～ 99 時間　　　□Ⅲ：100 時間以上

研修期間

受入れの型に □ をつけて下さい。1 日 4 時間以上となるよう、設定ください。
具体的な日時を研修生との相談の上で決定していただける場合は「相談可能」に □ をつけて下さい。
□ 短期集中型　→　例）連続 5 日間など
2021 年 6 月 21 日（月）～ 12 月 10 日（金）の間で　　 　　月　 　　日  ～　 　　月　 　　日
 　　　　　　計：（　　　　）日間・（　　　　）時間　　　□ 相談可能

□ 長期分散型　→　例）毎週特定曜日など　　　　　　
2021 年 6 月 21 日（月）～ 12 月 10 日（金）の間で　　 　　月　 　　日  ～　 　　月　 　　日
 　　　　　　計：（　　　　）日間・（　　　　）時間　　　□ 相談可能

研修内容

研修生が担う業務について、A ～ F のカテゴリーの中から複数選び、アルファベットに○をつけてください。
B,E- ① ,F を選択いただいた場合 □ で当該研修内容を示してください。
その他、特に必要とする能力等がございましたら、「研修生への要望」にご記入ください。 

　A 各教科の授業における指導補助
　 B 道徳教育における補助
　    □道徳の授業
　    □職場体験活動・ボランティア活動・自然体験活動などの体験活動
　    □情報モラルに関する指導
　C 総合的な学習の時間の授業における指導補助

A 各教科の授業における指導補助　

B

道徳教育における補助（該当するものに□）
      □道徳の授業
      □職場体験活動・ボランティア活動・自然体験活動などの体験活動
      □情報モラルに関する指導

C 総合的な学習の時間の授業における指導補助

D 特別活動の授業における指導補助

E-①
小学校におけるクラブ活動及び外国語活動における補助（該当するものに□）
      □クラブ・部活動
      □外国語活動における補助

E-② 中学校・高等学校における教育課程外の学校教育活動における補助

F

上記以外の学校教育活動の補助（該当するものに□）
      □教務など（IT 関連・時間割・営繕・図書館など）
      □特別支援教育（学校生活のサポート・学習指導など）
      □個別への生徒指導（巡回指導・個別対応など）
      □個別への教育相談（不適応・進路など）
      □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受け入れ可能人数 ①人数：（　　　　　　名）　□相談可能　　　②学年：□ 3 回生以上

ご要望等
研修生への要望：

本学への要望：

キ
リ
ト
リ

※複数の研修を実施いただく場合は、本用紙をコピーした上で、研修ごとに記入してください。

●必要事項を記入の上、FAX でお申し込みください。

2021年度 立命館大学「学校インターンシップ受入れ計画書」

記
入
例

2021年3月  5日（金）締切

参考資料 （覚書、誓約書などの見本）

訪問指導のご要望等ございましたらご記入ください。

複数選択をお願いします。
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